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千
七
百
米
が
完
成

市
の
下
水
道
事
業
は
、
火

0
0
0円
以
下
の
も
の
は
一

O
O円、

一一

災
復
興
土
地
区
画
整
理
区
域
見
積
工
事
費
五
、

0
0
0円
を
超
え
る

一一

を
第
一
期
事
業
と
し
て
昭
和
も
の
は
五
、

0
0
0円
ご
と
に
(
五
千

一一

辺
年
度
か
ら
と
り
か
か
り
、
円
未
満
は
五
千
円
と
み
な
す
)
一

O
O
一一

す
で
に
臨
港
幹
線
、
中
央
幹
円
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一一

線
、
新
金
屋
幹
線
等
が
で
き
あ
が
り
ま
下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
汚
水
一
ケ

一一

し
た
。

月
一
三
立
方
米
六

O
円
、
一
立
方
米
ご

一一

昭
和
お
年
度
事
業
と
し
て
村
木
な
ど
と
に
三
円
。
井
戸
、
そ
の
他
の
汚
水
二
一

一
五
ケ
所
、
延
長
一
、
七
二
五
米
が
完
立
方
米
に
つ
き
五
円
と
な
っ
て
お
り
ま

一一

成

し

、

近

く

公

示

さ

れ

ま

す

。

す

。

一

こ
れ
ら
の
区
域
の
方
は
供
用
開
始
が
く
わ
し
い
こ
と
は
水
道
課
へ
お
間
合

一一

公
示
さ
れ
た
と
き
は
、
六
ヶ
月
以
内
に
せ
く
だ
さ
い
。

一

排
水
設
備
を
設
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

一

て
お
り
ま
す
。

一

な
お
、
排
水
設
備
が
新

戸

設
さ
れ
、
下
水
道
を
使
用

E

さ
れ
る
方
か
ら
は
、
市
が

E

設
置
す
る
公
共
桝
に
要
す

Z

る
費
用
を
分
担
金
と
し
て

=

普
通
桝
は
一
、
六
四

O
円

Z

(

市

の

基

準

に

よ

る

桝

〉

=

特
殊
桝
は
設
置
実
費
の
三

一

分
の
こ
の
額
(
そ
の
他
の

十

桝
)
を
納
め
て
い
た
だ
き

一

ま
す
。

一

ま

た

、

市

に

排

水

設

備

一

等
の
設
計
の
委
託
が
あ
っ

一

た

と

き

は

、

設

計

手

数

料

一

と
し
て
見
積
工
事
費
五
、

下水道事業

村

木

な

ど

近

く

公

報広市津魚

に
ぎ
や
か
に

「
し
ん
き
ろ
う
祭
」

(要?猛毒会綴喜)

恒
例
の
「
し
ん
き
ろ
う
祭
」
は
、

3

日
か
ら
5
日
ま
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
と

く
に
昨
年
好
評
だ
っ
た
踊
り
の
町
内
流

し
は
い
っ
そ
う
盛
大
に
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
お
も
な
行
事
は
つ
ぎ
の
と
お
り

(1) 

刀ミ

1期工事
たけなわ産業会舘

人口のうごき

出生 73人

死亡 41人

婚姻 50件

離婚 4件

行
政
事
務
を
改
善

委
員
会
を
つ
く
る

市
役
所
で
は
、

事
務
処
理
を
も
っ
と

早
く
、
正
確
に
行
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
行
政
事
務
改

善
委
員
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
従
来
の
事
務
処
理

方
式
を
根
本
的
に
検
討
弘
て
、
ど
う
す

れ
ば
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
は
か
り

能
率
的
な
行
政
の
確
保
を
は
か
る
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
目
標
に
た
っ
て
、

1
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

2
事
務
処
理
の
能
率
化

3
執
務
環
境
の
改
善

4
経
費
そ
の
他
物
品
の
効
率
的
使
用

に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、
綜
合
的
な
改

善
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

産業文化会舘は、本江地内に昨年10月から

第 1期工事(主体および外装工事までで内装

工事は除く〉にとりかかり、予定の5月中に

は完成する運びとなりました。

これに要する経費は、県補助金1千万円、
市補助金1千万円、寄付金4千万円で賄うこと

になっております。しかし補助金は5年間で

分割払いとなります。

寄付金は皆様方ならびに各業界、市内外篤

志者のご厚志により、かなりの成績を収めつ

つありますが、 5月末に千数百万円の工事費

等の支払いを要しますので、事務局では資金

調達に大へん苦慮しています。皆さん方のご

協力により少しでも多く、 5月25日頃までに
入金くださるようお願いいたします。

写真=建設中の産業会舘
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一寄付金についてお願い一
国
民
年
金
の
掛
金

納

め

方

に

二

通

り

の

方

法

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
4
月
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

保
険
料
を
納
め
る
に
は
、
手
帳
へ
印
紙
を
は
る
方
法
と
、
現
金
で
前

納
す
る
方
法
の

2
つ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
あ
ら
ま
し
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

現
金
で
納
め
る
方
法

」
の
方
法
は
、
月
々
印
紙
を
は
っ
て

がでたがに問ど納
あ、い利収きうめ
{るしへ用入まなる
[のか，さのつ方の
Lでも N れあたやが
(有割便るると、め
利引利と方き年ん

出

漁

船

ぞ
く
ぞ
く
出
港

さ
き
に
日
本
海
マ
ス
流
網
漁
船
お
よ

そ
ニ

O
隻
が
魚
津
港
よ
り
出
港
し
ま
し

た
が
、
こ
ん
ど
は
北
海
道
根
拠
の
サ

ヶ、

マ
ス
流
網
漁
船
(
俗
に
中
部
船
〉

が一

O
隻
.
そ
の
ほ
か
魚
津
市
出
漁
団

員
の
乗
組
む
県
外
船
や
入
善
、
生
地
の

出
漁
船
お
よ
そ
三

O
隻

が
魚
津
港
よ

り
大
漁
旗
を
な
び
か
せ
て
出
港
し
ま
し

れ~。
ま
た
、
日
ソ
漁
業
交
渉
の
成
行
き
を

見
守
っ
て
い
る
母
船
式
サ
ケ
、
マ
ス
流

網
漁
業
の
独
航
船
四
隻
が
船
体
を
白
く

塗
っ
て
ア
リ
ユ

1

シ
ャ
ン
方
面
へ
出
漁

す
ベ
く
待
機
し
て
い
ま
す
が
、
例
年
ど

お
り
と
す
れ
ば
五
月
初
旬
出
港
の
予
定

です'。

な
お
当
市
よ
り
、
新
造
船
と
し
て
第
六

富
山
丸
(
お
ト
ン
)
第
二
十
有
磯
丸
(

h
q
)

第
十
二
美
登
丸

(
グ
)
第
十
五
開

運
丸

(
m
m
ト
ン
〉
第
八
富
山
丸
(
鋼
船

糾
ト
ン
〉
が
最
新
の
機
器
を
装
備
し
て

就
航
、
北
洋
方
面
へ
の
漁
獲
に
偉
力
を

加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
写
真
、
家
族
の
見
送
り
を
受
け
て

出
漁
す
る
中
部
船
〉

一
印
紙
で
納
め
る
方
法

一

「
国
民
年
金
印
紙
」
は
、
市
金
庫
窓

口
お
よ
び
市
内
の
農
業
協
同
組
合
で
、

去
る
4
月
幻
日
か
ら
売
り
出
し
て
お
り

ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
自
分
の
「
年
金
手

帳
」
へ
は
り
、
市
役
所
で
ス
タ
ン
プ
を

押
し
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
印
紙
を
買
っ
て
手
帳
へ

は
っ
て
も
、
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら

わ
な
い
と
納
め
た
こ
と
に
な
り
ま
せ

ん。
は
っ
て
い
た
だ
く
印
紙
は
、
川
町
才
以

下
の
方
は
月
一

O
O円
、
お
才
以
上
の

方
は
月
一
五

O
円
で
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
納
期
は
、
4
、

5

6
月
分
は

7
月
末
日
、

7
、
8
、

9
月

分
は
叩
月
末
日
、
問
、
日
、
ロ
月
分
は

翌
年

1
月
末
日
、
ー
、

2
、
3
月
分
は

4
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
(
年
金
印
紙
)
を
町
内
ま
た

は
被
保
険
者
団
体
で
と
り
ま
と
め
て
納

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
被
保
険
者
台
帳

を
お
渡
し
し
ま
ず
か
ら
社
会
福
祉
事
務

所
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

O
人

マ
天
神
野
新
h

q

H

青
年
会
舘
(
印
日
!

引
日
)
三
五
人

マ
東
尾
崎
h

q

H

青
年
会
舘

(
5
日
l
お

日
)
三

O
人

マ
小
川
寺
h

q

u

心
蓮
坊
(
日
日
1
6
月

4
日
〉
三

O
人

マ
蛇
田
h
q

H

願
宗
寺
(
日
日
|
6
月
5

日
)
三

O
人

マ
吉
野
h
q

H

宅
法
寺

(
叩
日
1
初
日
)

三
O
人

農
繁
期
の

b
子
き
ん
を
ま
も
る

季

節

保

育

所

ひ

ら

く

い
よ
い
よ
春
の
農
繁
期
を
迎
え
ま
し

た
が
、
こ
の
時
期
に
は
、
幼
児
は
ど
う

し
て
も
保
育
に
欠
け
が
ち
に
な
り
ま
す

そ
こ
で
、
お
子
さ
ん
を
不
幸
に
お
と
し

入
れ
る
こ
と
な
く
安
全
に
、
す
こ
や
か

に
育
て
る
た
め
季
節
保
育
所
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
今
季
は
各
地

域
の
要
望
と
関
係
者
の
深
い
理
解
に
よ

っ
て
十
三
ケ
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

季
節
保
育
所
と
設
置
場
所
お
よ
び
期

間
、
児
童
数
は
つ
ぎ
の
と
お
り

マ
金
山
谷
季
節
保
育
所

u
光
開
寺
(

叩
日
l
m
日
〉
三

O
人

マ
三
ケ
村
h

v

H

山
女
青
年
ク
ラ
プ
(
日

日
1
6
月
日
日
)
四

O
人

マ
奥
東
城
h

q

u

法
盛
寺

(
叩
日
l
6
月

3
日
)
二
六
人

マ
道
坂
h

q

H

素
鏡
庵
(
叩
日
|
明
日
日
〉

二
八
人

マ
島
尻
h
v

H

宗
淋
寺

(
5
日
|
泊
日
)

三
O
人

マ
岡
仏
h

q

H

岡
仏
作
業
所

(
5
日

i
初

日
)
ニ

O
人

マ
江
口

o
u江
口
作
業
所

(
5
日
l
お

日
〉
一
三
一
人

マ
東
山
h

q

H

梅
昌
寺
(
m
l
m
日
)
一
一
一

土
地
区
画
整
理
審
議
会

会

長

に

鏡

智

氏

土
地
区
画
整
理
審
議
会
の
会
長
、
副

会
長
が
こ
の
ほ
ど
任
期
満
了
に
な
っ
た

の
で
、
新
た
に
会
長
時
旗
智
熊
雄
氏
、
副

会
長
宮
武

一
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
き
ま
り
ま

し
た
。

お

米

は

消

費

者

が

希

望

す

る

販

売

業

前

号

の

「

住

宅

金

融

公

者

へ

登

録

し

て

配

給

を

受

け

て

い

ま

す

庫

融

資

申

請

」

の

記

事
中

が
、
年
に
二
回

(
5
月
と
什
月
〉
登
録
「
申
込
者
に
は
抽
せ
ん
な
し
で
融
資
す

先
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
る
」
と
あ
っ
た
の
は
「
第
4
回
目
の
申

変
更
の
届
出
は
次
の
よ
う
に
行
い
ま
込
者
に
は
抽
せ
ん
な
し
で
融
資
す
る
」

の
誤
り
で
あ
っ
た
の
で
訂
正
し
て
お
わ

す
の
で
希
望
者
は
手
続
き
を
と
っ
て
く

び
し
ま
す
。

だ
さ
い
。

マ

届

出

の

期

日

…

広

報

の

配

布

に

つ

い

て

お

願

い

5
月
日
日
(
木
)
午
前

9
時
か
ら
午
一
市
広
報
は

1
日
に
市
役
所
を
発

…

後
5
時

ま

で

一

送

し

、

区

長

さ

ん

を

通

じ

全

世

帯

一

マ
届

出

の

場

所

一

に

一

部

宛

配

布

し

て

お

り

ま

す

。

市

役

所

市

民

課

…

も

し

貰

っ

て

い

な

い

方

や

、

遅

れ

一

片

貝

お

よ

び

経

団

連

絡

所

…

た

場
合
に
は
、
区
長
さ
ん
あ
る
い
一

は
連
絡
所
ま
た
は
広
報
係
へ
お
問

…

マ
登
録
変
更
の
手
続
孝

合
せ
く
だ
さ
い
。

米
穀
販
売
業
者
の
登
録
先
を
変
更
希
一
i
l
i
l
i
a
-
-
i
l
-
-
L

…

ほ

う

ぞ

う

種

痘

第
一
期
の
種
痘
を
校

下
別
に
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。

nμ
二
二
該
当
者
は
昭
和
お
年

1
7
一一一一

1
月
1
日
か
ら
ロ
月
引

〉
フ
一
一
一
一
日
ま
で
の
出
生
児
と
昨

J

〈
一
一
一
一
年
病
気
等
の
た
め
ま
だ

接
種
を
う
け
て
い
な
い
方
。

校

下

場

所

接

種
目

検

診

日

加

積

公

民

舘

8
日

目

日

経

田

小

学

校

叩

日

行

日

天

神

h

q

h

q

h

q

上
野
方

h

q

h

ヴ

グ

松

倉

連

絡

所

刊

日

間

日

村

木

小

学

校

h

q

h

q

道

下

公

民

舘

仲

間

日

幻

日

住

吉

小

学

校

h

q

h

q

大

町

小

学

校

行

日

-n日

上

中

島

連

絡

所

行

日

笥

日

本

江

公

民

舘

円

日

お

日

片

貝

診

療

所

辺

日

初

日

西

布

施

連

絡

所

幻

日

叩

日

接
種
時
間
は
午
後

1
時
か
ら

3
時
ま

で
で
す
。

一
一
け

腸
チ
ブ
ス
予
防
注
射

腸
チ
プ
ス
予
防
注
射
は
校
下
別
に
そ

れ
ぞ
れ
の
小
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
が

5
月
は
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

該
当
者
は
満
三
才
か
ら
六

O
才
ま
で

で
注
射
料
は
無
料
で
す
。
注
射
時
間
は

午
後

1
時
か
ら
3
時
ま
で
。

校

下

一

回

二

回

経

団

|

|

道

下
大

町

村

木

本

江

8三
日回

12 // 9 I 
日日

18グ 16 I 
日日

25 // 23グ
日日

3
日
H
し
ん
き
ろ
う
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル

神
明
社
前
に
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
つ

く
り
午
後

1
時
か
ら

9
時
ま
で
審

査
を
す
る
。

3
日
1
4
日

H
し
ん
き
ろ
う
踊
り
町
内

流
し(午
後

1
時
か
ら
叩

時
ま
で
)

4
日
H
演
芸
大
会

神
明
社
前
特
設
舞
台

で
北
日
本
新
聞
社
の

演
芸
大
会
(
午
後
1

時
か
ら
6
時
ま
で
〉

5
日
日
「
L
R
公
開
録

音
、
歌
謡
コ
ン
ク
ー

ル
」
水
族
舘
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
午
後

1
時

か
ら

米
穀
販
売
業
者
の

登

録

先

変

更

望
さ
れ
る
方
は
、
購
入
通
帳
お
よ
び

印
鑑
を
も
っ
て
登
録
変
更
届
出
用
紙

に
記
入
の
上
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

引
揚
者
給
付
金
の
請
求

終
戦
ま
で
引
続
き
六
ヶ
月
以
上
外
地

に
生
活
を
し
、
終
戦
後
本
邦
へ
引
揚
げ

て
き
た
も
の
で
、
引
揚
者
給
付
金
を
請

求
し
て
い
な
い
方
は
、

5
月
日
日
ま
で

証
明
資
料
を
添
え
て
請
求
書
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
げ
日
以
後
は
時
効
に
よ
っ
て

請
求
権
が
な
く
な
り
ま
す
か
ら
該
当
す

る
方
は
至
急
社
会
福
祉
事
務
所
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

計
量
器
の
検
査

計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
よ
う
に

行
い
ま
す
か
ら
商
工
取
引
ま
た
は
証
明

用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
必
ず
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

6
月
ロ
日
H
大
町
小
学
校

。

日

日

H
文
化
町
会
舘

h
q
H
日
H
村
木
小
学
校

。
何
回
日
道
下
保
育
園

時
間
は
各
場
所
と
も
午
前
川
時
か
ら

午
後

3
時
ま
で
で
す
。

家
族
表
札
を

掲
げ
ま
し
ょ
う

郵
政
省
で
は
郵
便
物
等
の
誤
配
や
居

住
者
が
不
明
な
た
め
遅
配
が
生
じ
な
い

よ
う
に
家
族
全
員
の
表
札
を
掲
げ
て
い

た
だ
く
よ
う
全
国
的
に
運
動
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

魚
津
郵
便
局
で
も
、
市
役
所
を
通
じ

各
区
長
さ
ん
に
お
願
い
し
、
写
真
の
よ

う
な
家
族
名
記
入
の
表
札
(
同
セ
ン
チ

×
何
セ
ン
チ
〉
を
八

O
円
で
あ
っ
旋
し

て
い
た
だ

く
こ
と
に

し
て
お
り

ま
す
の
で

ご
協
力
を

お
願
い
し

ま
す
。

(
魚
雷
郵
便
局
)

訂

正



月

に

よ

っ

て

違

う

一

三

人

一

春

の

防

犯

運

動

の

一

近

ご

ろ

少

年

た

ち

の

聞

で

、

ナ

イ

フ

回

答

な

し

二

三

人

一

ど

環

と

し

て

「

街

を

明

る

空

気

銃

な

ど

危

い

も

の

の

持

ち

歩

き

が

広
報
は
一
日
に
市
役
所
を
発
送
し
て
一
な
く
す
る
」
「
刃
物
を
持
流
行
し
て
い
ま
す
。
瞥
察
で
補
導
し
た

い
ま
す
が
、
配
布
は
意
外
に
遅
く
同
一
』
た
な
い
」
「
暴
力
追
放
少
年
に
き
い
て
み
る
と
)
護
身
用
だ
と

日
ま
で
に
約
半
分
し
か
届
か
な
い
と
る
」
の
運
動
を
行
っ
て
い
か
、
持
っ
て
い
る
と
、
は
ば
が
き
く
と

回
答
の
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
U

一

ま

す

の

で

み

な

さ

ん

の

か

、

不

良

に

た

か

ら

れ

る

と

い

っ

て

お

結
果
が
出
て
い
ま
〆
中
に
は
翌
月
一
動
す
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
刃
物
類
は
、
た

mw

に

配

布

さ

れ

る

と

し

の

も

あ

り

ま

一

ナ

o

だ
持
っ
て
い
る
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、

持

綴

れ

ド

齢

法

門

お

抑

制

阿

佐

運

く

を

持

j

u

M
ぷ
託
協
対
抗
恥れれば

同
開
一
こ
の
調
査
は
、
地
区
ご
と
に
年
令
や

X
//
九/

い

し

ま

す

)

一

る
マ
防
犯
灯
を
ふ
や
そ
う
と
が
お
こ
る
の
で
、
刃
物
類
の
持
ち
歩

省
一
男
女
の
区
分
に
よ
っ
て
一
一
五

O
人

事

入

au彰
み

マ
要
望
等
に
つ
い
て
は
、
五

O
近
く
の

一
犯

家
庭
電
化
が
高
度
に
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

務

一

出

し

、

往

復

は

が

き

に

よ

っ

て

回

答

を

詮

を

む

q
AZ
ご
意
見
や
注
文
が
あ
り
ま
し
た
。
ぉ
一

明

発
達
し
た
い
ま
の
社
会
マ
不
用
の
刃
物
は
整
理
し
よ
う

傍

一

お

願

い

し

ま

し

た

。

そ

の

結

果

実

へ

彰

彩

さ

み

も

な

も

の

は

、

一
防

と

に
道
路
が
昔
の
ま
ま
暗
庖
丁
、
ナ
イ
フ
、
ハ
サ
ミ
、
ノ
ミ
、

一ん
意
義
の
あ
る
こ
意
見
を
お
き
き
す
る

れ

測

船

A
N£
・

早
く
配
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
行
一

を
い
た
め
、

路
ょ
に
お
け
小
刀
な
ど
は
家
庭
や
職
場
で
多
く
使
わ

一

お

M
U淀川
M
U院特
A

A
悩
没
W
J

・
鰐

詩

的

聞

に

会

わ

な

い

時

一

の

街

河

野

吹

引

け

れ

山

お

ぶ

MMM3日
間
同

一四

0
8
は
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

メ

k
b、

-
頁
数
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
五
件
一

三
'
『
し
安
心
し
て
歩
け
る
街
り
し
て
い
る
も
の
は
、

整
理
し
、
刃
物

一
で
し
た
。
あ
ら
ま
し
つ
ぎ
の
と
お
り
o

ニ
人

・
衛
生
関
係
日
三
九
人

・
議
会
の
内
容
を
く
わ
し
く
、
議
員
の
一

春

に

す

る

た

め

、

防

犯

灯

類
は
嘗
察
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一

マ
広
報
を

読

ん

で

い

ま

す

か

・

各

種

行

事

関

係

U
三

四

人

・

予

出

欠

状

況

も

知

ら

せ

て

ほ

し

い

四

件

一

:

を

ふ

や

し

ま

し

ょ

う

。

暴

力

追

放

一
・
必
ず
読

む

六

七

6

算
の
こ
と
H
一一一一人

・
国
保
福
祉
・
市
民
の
声
欄
や
質
問
欄
を
設
け
て
ほ
一
マ
門
軒
灯
を
夜
ど
う
し
つ
け
よ
う
最
近
毎
晩
の
よ
う
に
喧
嘩
や
暴
力
事

一
・

と

き

ど

き

読

む

二

五

%

関

係

日

二

八

人

・
農
業
関
係
H
ニ

し

い

三

件
一
門
軒
灯
は
家
の
ま
わ
り
を
照
ら
す
た

件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
多
い
と
き
に

i
一
・

読
ん
だ
こ
と
が
な
い
七

6

二
人

・
商
工
業
関
係
H
ニ
O
人

・

そ

の

ま
か
、
家
庭
衛
生
、
青
少
年
間
一
め
の
も
の
で
、

家
族
が
就
寝
し
た
あ
と
は
一
晩
に
三
件
も
あ
り
、
こ
れ
は
警
察

報

一

・

回

答

な

し

一

A

・
土
木
関
係
H

一
四

人

・

漁
業
関
題
、
和
俳
句
等
の
投
書
、
各
種
団
体
一
は
消
す
の
が
普
通
で
す
が
、
防
犯
灯
の

へ
連
絡
が
あ
っ
た
も
の
だ
け
で
、
こ
の

1

・2
一

必
ず
読
む
、
と
き
ど
き
読
む
と
合
わ
係
H

一

一

人

当

の
活
動
状
況
、

市
の
強
調
事
項
、
奥
一
/
£
、
と
こ
ろ
で
門
軒
灯
を
消
す
と
附
ほ
か
に
も
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
せ
る
と
九
二
%
と
な
り
、
多
く
の
β
:

マ
広
報
の
発
行
は
月
何
回
が
よ
い
カ
也
開
発
こ
っ
、
て
の
せ
て
ま
し
、

と
一
f
w恥
閣
に
な
り
ま
す
。
防
犯
灯
の
な

暴
力
事
件
の
原
因
を
調
べ
て
み
ま
す

一

リ

・
一
回
日
三
九
%

・
ニ
回
H
四
六

j

t

ι
ミ

』

川

一

一
市
広
報

に

目

を

と

お

し

て

、

る

」

い

う

要

望

な

と

カ

あ

り

ま

し

た

一

、

暗

い

道

路

で

は

、

門

軒

灯

を

夜

ど

う

と

酒

を

飲

ん

た

上

で

、

さ

さ

い

な

こ

と

友

一

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

L

h

と
カ
%
二
一
一
回
目
七
%
・
回
答
な
し

・
編
集
に
つ
い
て
は
写
真
を
き
、
客
一

し
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
い
街
に
か
ら
震
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

n一マ
ど
の
程
度
読
み
ま
す
か

H
P

観
的
な
文
章
で
、
記
事
の
均
衡
を
保
一
な
り
犯
罪
が
防
げ
る
こ
と
に
な
り
手
ら
も
酔
払
い
が
増
え
暴
力
事
件
が
起
る

一
・

全
紙

面

よ

く

読

む

四

六

%

μ

早
く
配
っ
て
ほ
し
い
μ

っ

て

、

新

し

い

記

事
を
多
く
と
い
う
一

マ
防
犯
灯
の
修
理
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
が
、
警
察
で
は
こ
れ
ら
を

一
・
必
要
な
と
こ
ろ
だ
け
四
五
%

多

か

っ

た

要

望

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
一
せ
っ
か
く
設
備
し
た
防
犯
灯
が
大
徹
底
的
に
取
締
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

・3
一
・
見
出

し

だ

け

一

%

マ

広

報

は

い

つ

噴

届

け

ら

れ

る

か

・
ま
た
各
戸
に
配
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
一
雪
、
潮
風
な
ど
の
た
め
故
障
し
て
い
る
す
か
ら
小
さ
い
こ
と
で
も
一
一

O
番
へ

4
町

一

・

回

答
な

し

八

%

1

日

t
5日
ま
で
二
八
人
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
市
広
報
は
、
一
も
の
が
相
当
あ
る
よ
う
で
す
。

修
理
し
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

一
マ
ど
ん
な
記
事
に
関
心
が
あ
り
ま
す
か

6
日
i
m
日

一

一

一

一

人

各

世

帯

に

配

布

す

る

こ

と

に

な

っ

て

一

て

働

か

せ

て

く

だ

さ

い

。

な

お

こ

の

時

期

に

備

え

て

ふ

く

ろ

う

一
・
税
金
の
こ
と
H
四

六

人

・

議

会

同

日

頃

六

人

お

り

ま

す

の

で

、

届

か

な

か

っ

た

と

一

忍

物

を

持

た

な

い

運

動

部

隊

が

出

て

お

り

ま

す

か

ら

利

用

く

だ

一

関
係
H
四一一一人

・
教
育
関
係
H
四

下

旬

七

人

き

は

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

一

マ

や

め

よ

う

刃

物

の

持

ち

歩

き

さ

い

。

(

魚

津

警

察

署

)

禽

S
T
-
t
r
i
p
-
-
E・、
Ji--、
r
i
t
z
i
-
-‘r・i
・〉
-ESPE--・2
i
t
r
i
p
-
-
2
3
B・E・F
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3
4
一

水
族
館
は

4
月
か
所
に
指
定
さ
れ
、
マ
ツ
カ
サ
魚
の
発
光
は
ほ
た
る
い
か
、
小
あ
じ
等
で
す
。

綴
綴
線
総
総
総
務
鐙
膿
膨
臨
膿
極
限
騨
睡
眠
中
学
生
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

一

F

フ

ら

装
い
も
新
た
に
関
が
、
学
会
で
発
表
さ
れ
、
一
躍
国
内
に
ま
た
熱
帯
魚
は
四

O
種
ほ
ど
い
ま
鞠
翻
勝
幽
鵬
臨
闘
関
幽
・
・
・
・
翠
副
欄
幽
圃
醐
入
場
人
員
は
次
の
と
お
り
で
す

一

〉

舘
し
ま
し
た
が
、
水
そ
の
名
を
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

す

が

、

水

温

は

二

O
度
位
を
保
ち

幾

機

騒

歯
固
園
開
聞
園
田
園
躍
幽
層
圏
欄
例
年
度
一
般
(
大
人
)
八
、
九

O
O人

h
丸一

b

ふ
司

槽
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

し
か
し
昭
和
円
年
に
は
百
数
十
種
の
餌
は
ミ
ジ
ン
コ
、
粉
餌
等
を
や
っ
撚
機
織
機
織
掴
関
闘
圃
圃

-w脳闇輔
)
ぺ

繍

小
中
高
生

二
O
、
五
三
二
人

an一
人

玄

魚

が

神

秘
な
海
底
さ
水
せ
い
動
物
、
百
余
種
の
海
藻
貝
類
の
て
い
ま
す
。

懇

畿

麟

閤

圏

蘭

組

襖

隠

麟

入

場

料

三

四

O
千
円

一

戸

。

之

な

が

ら
の
ム
1
ド
を
研
究
に
貢
献
し
た
水
族
舘
も
大
平
洋
戦
今
後
の
施
設
と
し
て
は
、

遊

園

機

騒

幽

明

灘

f
¥躍
闇
闘
お
年
度
一
般
(
大
人
)
七
、
八
九
七
人

一

ヌ

i
v

か
も
し
だ
し
、

こ
こ
争
の
た
め
閉
舘
し
ま
し
た
。

器

具

の

拡

充

を

は

か

る

た

め

、

電

闘

機
畿

舗

副

長

関

7
¥盟
国

園

小

中

高

生

一

一

二

、

六

六

一

人

一

日

で

を

お

と

ず

れ

る

観

光
昭
和
泊
年
に
は
富
山
産
業
博
覧
会
魚
動
木
馬
を
と
り
つ
け
る
こ
と
や
、

警

離

圏

人

(

薗

闇

入

場

料

三

四

四

千

円

一

'

と

乙

才

客
の
目
を
た
の
し
ま
津
会
場
と
し
て
現
在
の
水
族
館
が
建
ち
海
岸
側
に
「
イ
ル
カ
池
」
を
つ
く

鰻
幾

畿

通

溜

圃
閥
、
、
闘
圃
圃

げ
一

.4
写

せ

て

い

ま

す

。

ま

し

た

。

色

匝

E
……

J
一J

り
ペ
ン
ギ
ン
、
オ
ッ
ト
セ
イ
む
飼

毅

藤

盛

E
E隆
司

闘

圃

圃

常

一

よ

体

舘

内

に

は

五

O
余

飼

育

方

法

邑

期

融

甥

関

川

品川
一
・育
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

い打
、

瀬

畿

罷

園

開

閉

闘

圃

圃

む

か

乱

り

の

水
槽
に
、
お
よ

海

水

魚

圃

霊

園

猶

¥

ふ

十

二
年
間
の
入
場
人
員
と
入
場

料

率

襲

撃

盟

国

関

f
-
4
4

仁

じ

そ

一

五

O
種
の
淡
海
は
各
種
の
幽
闘
争
議
姐

顎

灘

泌
総
J

は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
撃
露
盤
隆
盛
陪
臆

E
E・
E
・
幽
圃
・
圃
聞

け

一

に

水

魚
を
い
れ
て
魚
類
漁
法
を
営
闘
終

麟

明

機

九

一
-J
M年
度
重
三
六
、
五
四
八
人

機

輔

鱒

随

樋

園

開

聞

幽

圃

岡

兵
一

F
r

の
観
察
に
・
穴
へ
ん
役
む
魚
津
浜
畑
鯛
鴇
刊
鍋
鶴
瀦

L
A麟
震

よ

団
体
四
二
、
五
五
五
人
機
鱒
翻
悶
悶
細
噛
圃
・
圃
幽
田
園
・
圃

5
-
3

立
っ
て

い

ま

す

が

、

で

捕

る

関

脳

膜

縦

腰

掛

今

¥

一

入

場

斜

二

、
二
三
七
千
円

一九九・
1u一
舗

翻

輔

調

繍

幽

副

圃

圃

闘

年
一

a
a
l
l
i
-
-
魚
族
の
豊
富
さ

と

設

係

か

ら

種

幽

・

襲

閣

議

繍

一

五

年

度

重

三

六
、
一
六
七
人

定

議

舞

鶴

閣

趨

幽

園

田

一

一

備
な
ど
は
裏
日
本
随
類
が
豊
富
溜
ゑ

計
警

液

ユ

鱗

団

体

四

一

二

三

八

人

州議

髄
輯
鶴
繍
盛
期
組
顎
幽
園
面
圃
園
田

一

舘

舘

綴

機

動

瞬

私

一

畿

臨

麗

賜

瞬

閣

凶

器

回

融

闇

圏

一

ド

一
を
誇
っ
て
お
り
ま
で
、

最

盛
ん
f
F
2P機
器

町
陽
一

入
場
斜

二
、
二
七
五
千
円

議

醐
蝿
輔
轍
関
脇
聞

E
E聞
臨
時盤
国
語
圏
圏
聞

和

一

族

対

一

す

。

期

に

は

百

二
…
川
議
綴

後

難

…

i
d出
制

割

引

日

一

点

列

V-

E
-
J
Pおい
た
ち

種
余
り
が

さ

機

畿

圏

璽

埋

没

林

子

れ

が
昭
和
5
年
漁
港
修
築
の
際
に
発

問

一

水

う

埋

一

魚
津
水
族
館
は
、
揃
い
ま
す

一
J

災

麟

麓

鰯

一

一一

一
方
、
埋
没
林
は
、
海
岸
線
の
変
化
見
さ
れ
て
、
学
術
上
非
常
に
貴
重
な
資

行

¥

一

大
正

2
年
に
富
山
県
手
繰
網
な
ど
で
と
れ
る
比
較
的
深
海
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
土
地
沈
料
と
な
り
、
こ
の
埋
没
林
を
自
然
の
形

主
催
の
東
海
北
陸
共
の
魚
は
、
夏
の
海
水
温
の
高
い
時
期
の
降
の
よ
い
証
拠
な
ど
か
ら
昭
和
初
年
に
で
観
察
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
、
現

進
会
第
二
会
場
と
し
飼
育
方
法
が
悩
み
の
種
で
す
が
、
最
近
は
文
部
省
か
ら
特
別
天
然
記
念
物
に
指
在
の
自
然
保
存
舘
が
昭
和
却
年
に
建
て

て

は

じ

め

て

つ

く

ら

で

は

海

水

純

度

、

水

槽

内

の

循

環

速

度

定

さ

れ

ま

し

た

。

ら

れ

ま

し

た

。

れ
ま
し
た
。
大
正

3

等
で
き
る
だ
け
魚
の
生
存
に
必
要
な
条

樹
令
五
百
年
か
ら
一
千
年
以
上
の
杉
開
舘
中
の
埋
没
林
舘
は
、
地
球
の
歴

年
に
は
東
京
帝
国
大

件
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
相
当
長
い

間

を
主
と
し
た

一
大
原
生
林
が
、
土
地
沈
史
と
日
本
列
島
の
う
つ
り
か
わ
り
を
知

学
の
水
産
動
物
研
究
飼
育
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

餌

降

の
際
、
恨
も
と
近
く
で
く
さ
り
、
そ
る
上
に
、
学
習
的
価
値
は
大
き
く
、
小

(2) 

一

線

一

一

率

一

長

室

一

三

一

三

章

一司
令

一

三

一

三

一
務

委

実

家

伊

豆

一

一

三

一

三

一

ZA--一

一

市

広

報
は
、
ど
れ
程
読
ま
れ
、
ど
ん
な
こ
と
を
の
ぞ
ん
で
お
ら
れ

一

一
る
か
な
ど
に
つ
い
て
実
態
-V
詞
査
し
、
こ
ん
ど
の
広
報
活
動
の
資
料

一

一
と
す
る
た
め

3
月
末
に
広
報
に
対
す
る
世
論
調
査
を
行
い
ま
し

た

。

'

.

1

広

報

世

論

調

査

の

結

果
EBEE-

一

(第175号)

イ
セ
エ
ビ

う
水
族
舘

セ
ン
チ
も
あ
る

中
H
小
学
生
で
に
ぎ
わ

下
H
埋
没
林
保
存
舘
〉

魚津社会保険出張所できる

魚津社会保険出張所は、村木地内(日本カ

ーバイド引込線横〉に総工費およそ点00万円

でこのほどできあがりました。建物は鉄筋コ

ンクリート建1階267平方米、 2階 100平方

米のりっぱなものo

この出張所は、魚津、黒部、滑川市と下、

中新川郡管内の社会健康保険の適用給付、拠

出制国民年金の統轄業務を行し、ます。

〈写真は完成した社会保険出張所〉

農

薬

防

除

を

強

力

に

|

注

意

し

て

お

き

た

い

病

虫

害

l

近
年
い
も
ち
病
の
被
害
は
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
と
し
の
長
期
予
報
を
み

て
、
稲
作
は
や
は
り
早
植
え
で
初
期
生

育
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
苗
は
乾
物
重
の
あ
る
苗
質

の
も
の
を
育
て
る
の
に
重
点
を
お
き
た

い
も
の
で
す
。
田
植
際
に
は
、
多
少
肥

料
切
れ
の
感
じ
の
も
の
で
、
葉
数
も
従

来
の
も
の
よ
り
一
葉
な
い
し
二
葉
多
い

苗
に
し
て
も
っ
て
ゆ
き
た
い
。

生
育
の
早
い
と
こ
ろ
は
、
葉
い
も
ち

病
の
発
生
も
早
く
跡
田
が
従
来
発
生
源

だ
と
言
わ
れ
た
の
は
苗
い
も
ち
病
の
問

題
か
ら
で
す
。

.

最
近
、
跡
田
の
育
苗
が
す
す
み
、

こ

の
問
題
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
反
面
、

育
苗
様
式
の
ま
ち
ま
ち
の
苗
が
、
違
っ

た
時
期
に
田
植
え
さ
れ
て
い
る
集
団
地

で
み
る
と
、
む
し
ろ
葉
い
も
ち
病
の
ま

ん
え
ん
状
況
を
み
て
、
農
薬
防
除
を
も

っ
と
強
力
に
考
え
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

苗
代
綜
合
協
同
防
除
に
つ
い
て
つ
ぎ

広
例
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

。
保
温
折
衷
苗
代

田
植
四
日
な
い
し
五
目
前
に
防
除
(

水
一

O
O立
当
り
)

〔
例
一
〕
水
銀
剤
ま
た
は
錠
剤
五

O
c

農
業
改
良
普
及
員
の

担

当

地

区

富
山
県
の
人
事
異
動
に
と
も
な
い
魚

津
農
業
改
良
普
及
所
の
普
及
員
の
担
当

地
区
が
一
部
変
り
ま
し
た
。

担
当
地
区
と
普
及
員
氏
名
、
お
よ
び

担
当
事
務
(
)
は
次
の
と
お
り
。

マ
松
倉

u
嘉
藤
栄
平

(
農
業
経
営
、
農

機
具
)
マ
上
野
方
、
上
中
島
H
中
陳
孝

正
(
水
稲
、
土
壌
、
肥
料
)

マ
下
野

方
、
下
中
島
日
江
淵
信
吉

(
病
虫
害
、

農
機
具
)

マ
片
貝
、
加
積
日
上
野
義

男

(果
樹
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
)

マ

経
由
、
道
下
H
鍋
谷
孝
四
(
疏
菜
、
チ

ュ
ー
リ

ッ
プ
、
ニ
ン
ニ
ク
)

マ
天
神

西
布
施
H
西
本
光
治

ハ水
稲
、
土
壌
、

肥
料
)
マ
全
地
区
H
中
井
光
信

(畜

産
〉
西
村
敦
子
(
生
活
改
善
〉

電
話
の
お
申
込
は
す
み
ま
し
た
か
?

明
年
春
電
報
電
話
局
が
新
ら
し
い

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

C
ま
た
は
五
0
グ
ラ
ム
に
マ
ラ
ソ
ン

乳
剤
一

0
0
c
cを
加
え
、
三
、
三

平
方
米
当
り

O
、
三
六
立
撒
布

〔
例
一
一
〕
水
銀
剤
ま
た
は
錠
剤
五

O
c

C
ま
た
は
五

0
グ
ラ
ム
に
ホ
リ
ド
ー

ル
乳
剤
五

0
c
c
を
加
え
、
三
、
三

平
方
米
当
り

O
、
三
六
立
撒
布

。
畑
苗
代

田
植
前
日
に
防
除
(
水
一

0
0
1当
D
)

〔
例
一
〕
水
銀
剤
ま
た
は
錠
剤
五

O
C

C
ま
た
は
五

0
グ
ラ
ム
に
デ
イ
ル
ド

リ
ン
乳
剤
二

0
0
c
cを
加
え
、
三

三
平
方
米
当
り

O
、
三
六
立
撒
布

〔例一
一
〕
水
銀
剤
ま
た
は
錠
剤
五

O
c

C
ま
た
は
五

0
グ
ラ
ム
に
メ
イ
ジ

ト

乳
剤
五

0
c
cを
加
え
、
三
、
三
平

方
米
当
り

O
、
三
六
立
撒
布

魚
津
電
報
電
話
局
は
、
交
換
室
が
せ

ま
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
設
備
を
拡
張

す
る
余
祐
が
な
く
、
こ
の
た
め
新
ら
し

い
電
話
を
お
つ
け
す
る
こ
と
も
で
き
ず

市
民
の
皆
様
に
大
変
ご
述
惑
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。
た
ど
い
ま
荒
町
に
明

年
春
完
成
を
目
途
に
新
ら
し
い
局
を
建

築
中
で
す
が
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
。
新
ら
し
い
局
が
で
き
あ
が
る

と
同
時
に
魚
津
の
電
話
は
富
山
の
よ
う

な
自
動
式
電
話
に
な
り
、
し
か
も
ク
ロ

ス
バ
ー
方
式
と
い
う
最
新
の
交
換
機
が

使
わ
れ
ま
す
。

新
ら
し
い
電
報
電
話
局
が
で
き
ま
す

と、・
西
布
施
、
片
貝
谷
、
松
倉
の
電
話
は

魚
樟
局
へ
合
併
し
ま
す
の
で
、
同
一

市
内
で
あ
り
な
が
ら
市
外
通
話
と
な

っ
て
い
た
も
の
が
市
内
通
話
に
な
り

ま
す
。

八
国
保
だ
よ
り
〉

マ
新
し
い
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
一

証
は
お
手
許
に
届
き
ま
し
た
か
。
今
一

ま
で
使
っ
て
い
た
保
険
者
証
は
区
長
一

ま
た
は
保
険
衛
生
課
へ
返
納
さ
れ
ま
一

し
た
か
。
一
度
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
一

‘
lv

-

マ
内
容
に
誤
り
が
あ
る
と
き
は
印
鑑
と
一

保
険
者
証
を
持
っ
て
届
け
て
く
だ
さ
一

、ν

・

マ
家
族
の
中
で
子
供
が
生
ま
れ
た
り
、

一

死
亡
さ
れ
た
方
が
あ
っ
た
ら
届
け
て
一

く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
方
に
は
助
産
一

葬
祭
費
と
し
て

3
月
引
日
ま
で
の
分
一

に
つ
い
て
は
玉

O
O円、

4
月
1
日
一

か
ら
の
分
に
は
一
、

0
0
0円
を
支
一

給
し
ま
す
か
ら
、
保
険
者
証
と
印
鑑
F

を
持
っ
て
保
険
衛
生
課
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

マ
保
険
者
証
は
そ
の
人
が
被
保
険
者
で

あ
る
こ
と
を
-
証
明
す
る
大
切
な
も
の

で
す
か
ら
、
医
師
の
診
察
を
受
け
る

と
き
は
、
保
険
者
証
は
必
ず
窓
口
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

寄

付

ニ
O
、

0
0
0円
荒
町
細
川
繁
次
郎

(
父
文
作
死
去
の
香
典
返
し
廃
止
に

よ
る
香
志
〉

一O
、
0
0
0円

真
成
寺
新
住
職

谷

川

寛

徳

三、

0
0
0円
南

町

吉

崎

秀

松

(
母
こ
と
死
去
に
よ
る
香
志
〉

一、

0
0
0円
紺
屋
町
桝
山
洋
子

(
拾
得
金
に
対
す
る
報
労
金
〉

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
授
護
金
と
し
て

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

-
新
た
に
約
五
百
個
の
電
話
増
設
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
す
で
に
電

話
を
申
込
ん
で
お
い
で
に
な
る
大
部

分
の
お
方
に
お
つ
け
す
る
ほ
か
あ
と

百
個
余
り
架
設
で
き
ま
す
の
で
必
要

な
お
方
は
早
く
申
込
ん
で
く
だ
さ

、UW
・
富
山
お
よ
び
黒
部
へ
の
市
外
通
話
は

ダ
イ
ヤ
ル
で
つ
な
が
る
自
動
即
時
通

話
に
な
り
ま
す
。
ま
た
宇
奈
月
、
東

山
へ
の
市
外
通
話
は
申
込
め
ば
す
ぐ

に
つ
な
が
る
即
時
通
話
に
な
り
ま

す。つ
き
ま
し
て
は
局
舎
建
築
工
事
場
は

勿
論
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
市
内
各
所
で

行
な
い
ま
す
電
話
線
路
増
設
工
事
等
の

た
め
に
、
市
民
の
皆
様
に
い
ろ
い
ろ
ご

述
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
一
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。
(
魚
種
電
報
電
話
局
)


